
第１回
芦屋市上下水道事業経営審議会

下水道事業の現状と課題
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計画の位置づけ
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下水道施設の整備状況
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1-1 管路
布設から50年以上経過する汚水・合流・雨水管路は、令和6年度（2024年度）時
点で112kmですが、本ビジョンの最終年度である令和13年度（2031年度）には
186kmとなり、全体の6割近くを占めるようになります。

1 施設整備

管路の老朽化予測
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1-1 管路
1 施設整備

累計322km

管路の整備状況 5



1-2 処理施設
1 施設整備

処理施設の整備状況 6



1 施設整備
■ 課題
 下水道施設の機能を将来にわたり維持していくため、適切な維持管理を実施
する必要があります。

 管路や処理施設の機械・電気設備などの改築を確実に進める必要があります。
 処理施設の土木・建築構造物の改築を計画的に進める必要があります。
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2-1 集中豪雨の多発
2 危機管理

全国の１時間降水量50ｍｍ以上の年間発生回数 8



2-1 集中豪雨の多発
2 危機管理

平成25年8月 令和2年7月
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2-2 大規模な地震の発生
最近では東日本大震災、熊本地震、能登半島
地震などにより、人命と共に都市の根本的な
機能が失われる甚大な被害が発生しています。

2 危機管理

液状化によるマンホール突出 汚水管路の脱落
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2 危機管理
■ 課題
 10年に一度程度の確率で降る雨を排除するため、雨水貯留施設の整備を進め
る必要があります。

 浸水被害を軽減するため、雨水流出抑制の取組を支援するための情報提供を
継続する必要があります。

 地震対策のため、機能の重要度などを考慮し、管路・処理施設の耐震化を計
画的に進める必要があります。

 下水道BCPの見直しや災害対応訓練の実施など、ソフト対策を強化する必要
があります。
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3 水環境の保全
3-1 下水処理の高度化

T-P※

全リン
T-N※

全窒素
SS※

浮遊物質
COD※

化学的
酸素要求量

BOD※

生物化学的
酸素要求量

11mg/l以下15mg/l以下15mg/l以下芦屋下水処理場
高級処理

0.8mg/l以下8mg/l以下5mg/l以下8mg/l以下5mg/l以下南芦屋浜下水処理場
高度処理

※各下水処理場では、上記全ての目標放流水質をクリアしています。
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3 水環境の保全
3-2 合流式下水道の改善
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3 水環境の保全
■ 課題
 良好な水環境の保全に貢献するため、下水処理場において処理水質の安定が
必要です。

 合流改善対策が完了していない処理区において対策を進める必要があります。
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4 使用料と財務状況
本市では、平成14年（2002年）に使用料
改定を行いました。また、企業債の繰上
償還による支払利息の削減に取り組んで
きた結果、企業債残高は近年、減少傾向
にあります。

使用料収入・企業債残高の推移
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4 使用料と財務状況

経費回収率（％）＝
使用料収入

汚水処理経費
×100

経費回収率
R6（2024年度）
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4 使用料と財務状況

経費回収率（R2〜R6年度）
※経営比較分析表より 17



4 使用料と財務状況
■ 課題
 下水道事業の財政状況を健全に維持するため、計画的な維持管理及び改築の
実施や、業務の効率化によるコスト縮減が求められています。

 今後増加が見込まれる事業を実施するために必要な財源確保に取り組む必要
があります。
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令和7年度に、市民の方々を対象に下水道事業に関する意識調査を実施しました。
下水道の存在や役割について意識している人の割合は19％程度と非常に少ない
結果となっています。
本市の下水道使用料は全国でも低い水準にありますが、この下水道使用料の低
さは、市民の95％の方が認知しておられません。

5 情報公開

下水道に対する意識度 本市の下水道使用料が兵庫県内で
最も低い水準にあることに対する認知度

意識している
19%

たまに意識し

ている
32%

ほとんど意識して

いない
43%

全く意識していない
6%

知っている
5%

知らない
95%
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5 情報公開

１か月20㎥あたり一般家庭使用料
R6（2024年度） 20



5 情報公開

下水道事業に関する取り組みの必要性

下水道について知りたい情報 下水道事業に関する災害対策
について知りたい情報

36%
24%

41%
21%

20%
42%

51%
14%

28%
7%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

下水道使用料について
下水道の仕組み
処理水の水質

下水処理場の処理工程
下水道工事の内容・状況

下水道が詰まった時の対応
災害対策への取り組み

経営状況
将来計画

下水処理場の見学や下水道に関するイベント
その他

64%

24%

23%

49%

56%

1%

0% 20% 40% 60% 80%

浸水ハザードマップ

降雨情報

降雨災害履歴

マンホールトイレ

家庭でできる対策

その他

67.5%

90.1%

76.5%

50.2%

27.7%

0.6%

0% 25% 50% 75% 100%

大雨による浸水対策

老朽化対策

地震対策

環境に配慮した汚水処理

安定した経営

その他
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老朽化した施設（下水道管など）の更新を行っていますが、どのように施設の更新に取り組んで
いくべきと思われますか。
＜○印は１つだけ＞

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R7
35.9% 54.9%

9.2%

下水道使用料を上げてでも更新すべき

下水道使用料への影響が出ない範囲で更新すべき

更新の必要はない

わからない

令和７年度水道・下水道に関する市民アンケート
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0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R7
34.0% 56.2%

0.1%
9.6%

下水道使用料を上げてでも更新すべき

下水道使用料への影響が出ない範囲で更新すべき

更新の必要はない

わからない

災害に強い施設づくりを進めるため、どのように施設の耐震化に取り組んでいくべきと思わ
れますか。
＜○印は１つだけ＞

令和７年度水道・下水道に関する市民アンケート
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5 情報公開
■ 課題
下水道に対する市民の関心を高め、役割や重要性に対する理解を促進するため、
様々な世代に応じて、より効果的な情報発信に取り組む必要があります。
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